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造船協會事務所移韓通知

本協會事務所は12月9日下記に移簿致しました。

東京都麹町瞳丸の内1丁目2番地

日本工業倶樂部2階 日本工學會内
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‘ 化學機械･鑛山機械･鐵 骨

鐡柱･橋梁･ボイラー･水腫･鐵管

農機具･水睡ポンプ． ・プレス
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東京都日本橋厘本町二丁目三番地

三信鐵工株式會祇
冒蒙活日本橋(24)2573.3592.4029･558ii
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鑛山並

化學工業用諸機械
設計 ・‐製作

最古の歴史・最新の技術

株式會誰大塚工場
東京都芝厘三由豊岡町六六
電話三田(45)1161-3.4823
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て見た。重要な結論としては，

（1）横波に依る抵抗が山と谷とを示すこと

は當然であるが，擬散波に依る抵抗も決して邇

産に依り単調に増加するものではなく,-横波と

は梢趣を異にした階段状の山と谷とを示し，且

横波の谷の速度では山になり，山の速度では谷

になるといふ際に山と谷とが雨渉互に逆になっ

てゐる。唯振幅としては横波に基く抵抗値の方

が大きい爲めに全遥波抵抗曲線の山と谷とば繊

波の夫苓と殆ど完全に一致してゐる。筒最後の

山を越えた高速に於ては速度の増加に俘ひ横波

の抵抗は益々小さくなり，殆ど総てが抜散波の

抵抗となる。

（2）吃水の深い船型では吃水の浅い船型よ

りも横波が霧著となり，之に基く‘抵抗，從って

抵抗曲線の山や谷力署しくなる。

（3）浅水影響は横波の抵抗に積早く現れ，

これは當初は急激に増加するがC/､/fO.9附

近で極大値に達し，以後は減少し孤立波速度に

至って零となる。これに反し披散波の抵抗は浅‐

水影響力現れると以後孤立波速度に至るまで単

調に急上昇するb筒此の黙はCusp状の最大値

を示すo

（4）制限水路でば浅永影響力現れた後に側

壁影響の見えて來るのは當然であるが，その影

響は横波の抵抗に對し龍は増加するやうに作用

L,砿散波の抵抗に對しては減少するやうに働

く。然し全盟の造波抵抗は横波の抵抗増加が利

いて純淺水よりも増大してゐる。筒この婦合孤

立渡滝度に於て繊波の抵抗の低速側からの極限

値は零でなく非常に大きな値を探る。

（5）水深有限の場合には水幅の如何に拘ら

ず孤立波速度を超えた速度では横波は消党，擴

散波に基く抵抗のみとなる。從って孤立波速度

以上では制限水路の方が純浅水の場合よりも遙

波抵抗は却って少くなってゐる。

以上が本論文の要旨である。造波抵抗を斯儀

な成分に分けてその各の波を理論的に研究した

ものとしては1934年に發表したHavelOckの

論文があるが，乾君はこの論文のヒントを甘く

掴んでそれが敷學的船形を持った船の鋤｝こ及

ぼす影響の大小に迄及ぼした全く劃掘的の論文

第49期年度逼常總會及び秋季
講演含記事

11月9日(土)及び10日（日）の2日間に亘

って第49期年度通常總會及び秋季講演會が東

大第一工學部第3説館第31.賊講義室で開催せ

られたo

第1日は午前9時20分に開會を宣し，先づ

山縣主事から第49期年度事務及び事業報告，

披いて加藤主計から第49期年度收支決算報告

と第50期年度收支議算の読明とがあり， これ

に就て福田監事から帳簿橡査の結果主計の報告

には間運ひなき旨の報告があった。以上事務事

業及び會計報告に就て會員の質問を求めた魔異

礒なく承認せられた。 ．

次に井口會長立って演説を試み，先般中間對

日賠悩指定工場中に｡19民間浩船所と萱海軍5

工廠とが含まれる旨發表せられ，遥船能力に一

大制限を加へられたことは洵に残念ではある．

が，學術技術の研究向上には制限は無い。今こ

そ我々會員は一致團桔して造船造機學術技術の

練磨に一暦の拍車を掛けるべきである旨を力説

した。

以上で通常總會を終り，綴いて10時10分

から乾崇夫君の論文を皮切りに8論文の發表
があり，何れも熱心な質疑應答があって午後5

時第'日の講瀕を終った。この日の参會者は約
23）名であった。

第2日は9時20分から金澤武君の講演を

以て始まり，濱田距君の講演を最後として午

後6時盛大な識演會を終了した。この日の來會

者は約200名であった。

以下今回發表せられた各論文の梗概を記戯す

ることにするC

l､造波抵抗の成分に就て

’准員 乾崇夫君

， 船の造る波がその謹銘と同じ方向に傳播する

鱗波と， これと或角度をなす陵散波の二つから
成ってゐることは良く知られてゐる通りである
が,造波抵抗中此の各々が占める抵抗成分の割
合をMichell型の船型に就いて理論的に求め
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（4） 「 ‐ ＝

は，単一船の造波抵抗を表はす理論式に於て，

その被積分函敷に{1+cos(h,dsinOsec20)}なる

項を乗ずれば宜い事を明らかにLた･鐘に

恥＝異ﾃpC==船の速度,"＝重力に因る加速度，
C~

d=2隻の間隔, '=0~号の間に積分すべき塑
數であって,その物理的意味は,所謂成分波の方

向と船の進行方向とのなす角である。著者等は

更に,一例としてMichell氏の條件を満足する

船型の船が2隻併行する場合に就て數値計算を

行った結果を,÷XtKFroude認謡
鍾擁の騒減の模綴を竈量的に鯛らかにした。 の
にLは船の長さとする｡)に對し

即ち本論文は遥波抵抗理論を基礎としてその

蜜用便値あることを二つの場合に就て例示した
ものである◎

3．週期運動を行ふ没水物鰡について

《 准員工學士山本善之君

没水物農中最も基本的形状を有する無限長圓

柱及び球の遁期的運動に於ける流壁の作用鰄
妻見掛けの質垂）を完全洗髄の立場から論じ

た。即ち物禮が一椴な前進速度を有する時を含
めて，その自由表面效果を避諭袖に研究した。

物盟の週期的運動ば定常的であるとする。即
ち時間に對し画函数的に痩位を行ふものとす
る。この時速度に比例する力:ま減衰を與へ，加

速度に比例する力は見掛けの質量を與へる。愛

！｡位に比例する力は見'掛けの剛性とも考へ得る

が， これは加速度に比例するものに直して考へ

る。自由振動の場合は減衰が小さいとすればそ
の運動は定常的と老へられ,従って上の結果を

用ひ得る。f苛愛位其他の自乗程度の項は之を省
略する。これは自由表面の極く近くに於ての&
多少重要となるだけだからである。

この研究によつ｡逐次の結論が得られた。

（1） 見掛けの質量に對する自由水面效果
振動数が小さいときはその大なる崎こ對して

逆敷果を生ずる。そしてその垂は洩水深度が大
きくなると急激に減少する｡故に船踏の上下振
動及び横揺に於ては靜止してゐる場合に限り從
來の方法で十分である。又これは物燈の前進速
度によって一般に増ｶﾛする。

である。

2.造波抵抗の理論應用例二題

正員工學士木下昌雄君

． 准員工學士阿部敦君

一准貴工學士岡田正女郎君

第一題｡航行中の船の受ける縦傾斜モーメン

ト計算法。

〆 ・一定速度で航行中の船舶若くぼ没水物侭の受
ける造波に因る縦傾斜モーメントを，通常の造

波理論に基いて理論的に算定したものである。

高速に於ては船燈の沈下と共に縦傾斜も亦可成

りの大きな垂となる事，特に淺水中を航行する

際その臨界速度直前に於て夫が異常な増大を示

す事は夙に注目せられたる所であった。又全没

して進行する船舶若くは類似の物瞳の縦方向の

安定性の問題は可成り重量であって，錦こ水面

下淺い深度で進む場合に，之に對して造波作用

が如何榛に影響するかを研究する事は興味のあ

る事と老へられる。著者等は之等の問題に對し

て夫餐縦傾斜モーメントを算定する理論式を求

め，若干の例に對して詳細な數値計算を行った

結果，賓際に我々が經鹸する現象と良く一致す

る事を確めた◎

理論式を求める方法は大別して二通りある。

即ち第一は，所謂直接法と解せられる方法で，

Michell氏流に船麗表面に加はる匪力分布から

夫れに因るモ1メントを直接に菰分して求める

ものである。第二は所謂間接法と穂せられる方

法で,Havelock氏流に船燈を「吹出し｣'分布
叉は「二重吹出L」分布を以て置換へ，之等に

作用する洗燈力學的力に因るモーメントを穣分
するものである。

第二題。二船併航の場合，若くは双艇の遥波
抵批，同一形状，同一寸法の船が2隻互に正横
方向に併航する場合，又は同一の船溌を2隻夫
々の中心線を平行にして併置した所謂双艇の造
波抵抗を考へると，雨者の生じる波の干渉現象
に因って2隻の遙波抵抗の合計が，學一船の夫
の2倍よりも大となる事も小となる事もあり得

る。著者等は此の様な場合の鑑波抵抗を求める

一般的理論式を求めた結果，二船併航の場合に

ｂ
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（2）減喪について

振動数が或有限な値に於て最大となり，その

前後に於て減少する。又没水深度により急激に

減少する。又物膣の前進速度により一般に増加

する。

（3） 2次元的運動に於てはその前進速度と

振動数との間の一定磯係を以て波の堅換が生ず

るo

‘斯くの如く本論文は適期運動をなす回柱及び
球が水面Fに在る時の見掛けの質逓を理論的に

取扱ったものであるが，船が縦揺或は横揺し乍

ら走る場合の鎧波蟹抗を解く参考にもなるもの

と老へる1．

5，船型の数式的表示

准員工學士渡邊恭二君

水槽に於ける系統的蜜験等のため多数の線圖
〃

を短期間に計蜜する際普通の方法で條件を浦

す線圖を製作する繁雑さを除くため次のやうな

數式に依る船型表示法を試みたo

船首尾を別母に平行部端を苑＝0,ルP,F,･P

を蕊='とし,茎=0~'の間を扱ふ｡叉号を
単位として各勤の牛幅をy,満載吃水を単位とし
て満載吃水線からの深さをzとする6 ， ．

s

總ての水線を式（’1）で表はすこととし,次

の5條件によって各係政を決定する。

y=恥一αz殻－ぬ耕一αh我一輪工s…･息･…(1) ,

5條件として妬＝0， 1に於ける半幅を夫々

,=‘,応"=,に於ける傾斜-器=′,水線の面識
係數加，及び重心の移動を司るものとして毎＝0

に於ける2次鼠分券=‘製とり,これ等の峰
件を(1) i刺や入してa0aga4恥asを消去す

れば次の形の式が得られる。 ●

j=A6+B/+C"+"+Dd……………(.2)

6, 2,",',dを與へれば(2)式により水線

1
1

《

彦二
I

4.精園柱の旋回運動について ．

正員工學士重川 渉君

船の旋回運動についてその基本的性質を調べ

るために前進中の楠圓柱が操舵すればその周悶

、の洗禮かち如何なる作用芽受けて鮒何なる運動
をなすかを調ぺた。

瀧圓柱後方舵の位置に循環流を置き，その楯

蕊総敷の硬さで操舵角を表はすものとして計算
、すると，進行方向に綜合された力は船尾舵の場

、合は抵抗となり船首舵の.場合には負抵抗とな

る｡然しこの力は非常に小さくて無硯し得る程

1度のものである。 l隅方向の力は舵の揚力に似た

性質のもので，それ上りも幾分小さく又反對方

向に向く。

従って精圓枠歪髄としては操舵側と反對方向

へ横に移動することになるd

楕圓往上の疏燈里力による綜合モ‘一トメソト

,騨獄鯨籔鍼驚駕驚
従って舵の利きを遅らすやうに働いてゐる。

筒本研究の結果，幅の狭いもの程大きな影響

がある。換言すれば細長型が幅廣型よりも方向
ｳ ○

安定性が大きいといふ我々の常識を數値的に証

明出來た。 。

要するに本論文は船が直進中急に舵を取れば

船は如何なる運動をなすかといふ旋回初期の運

動を輔圓柱を用ひて理論的に解いたもので，寅

際面からも甚だ有益な研究である｡

~

、

卜1

、

が決定する。故に總ての水線に對するこれ等の
－ 、

値の曲線を定めれば線圃が決定する。即ち船匿
、 ． I

表面の式は次の形で示される｡

"(",z)=A(Jr)6(z)+B(x)+(z)+

c(かり(z)+F(")/(z)+D"d(2)､･P･･.(3)

これを吃水方向のみに對し-亡額分すれば排水孟

の難方向への分布即ち横職面穣曲線が得られ

ZJ , 1 ､
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以上が本論文の要旨であるが，著者はこの方

法によって懇､た線画と普通の方法で設計した
｡ Q

線咽とを比較して殆ど完全に一致することを示

してゐる。從來の轍式による船型表示法に一段

優った滋用鬮値の犬きい論文である｡』
唖

’ 6･漁船の水槽試験成績
正員工學士谷口 中君

船型は単に推進性能だけを考慮して深定する
のは不十分屯，殊に小型漁船等に在っては洋上

に於ける運動性能をも考慮して決定されねばな

らない。此の方面への研究の第一・歩として,j､型
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／ 底曳網漁船の船型に就亡，現用の鋼船型船型，

純木船邸船型及びこれ等の中間型の合計5種の
｡ l

船型（主要目は何れも同一）について抵抗試鹸

並びに動癌試験を行ったので其の結果について

"の報告である。 ・

滑らかな形状を有する在來の鋼船型船型ば抵
抗は少いけれども動揺減衰力に於て劣り，角の

-ある木船型船型は動描減衰力は大きいが抵抗も

亦多し､。これ等両者の長を探り短を棄てた中間

型の徳島麺船型（船燈中央部ビルヂにはチヤイ

ンを，その前後にはピルヂサークルを有し且後

200

160

135

120

110

95

65

３
０
２
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４
１
１

１
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〃

600

600

070

840

440

95

65

ｐ
９

１
１１

－

鰹鮪 108 14,7卯

←

|－|~面亟|~霧開計 ’ ’

10月の諸會合
ンを，その前後にはピルヂサークルを有し且後 、‐

半部正面線咽に於て底面の傾きを出来るだけ少 7日(月)第3回日本近笹造船史編纂委員會取
くした船型が抵抗並に動筋減衰性能の雨方の 纒委員會
見地から優れてゐることが分った。 時及場所午後2時より5時まで東大第一工學

今後の日本造胎界は小型船にその全建造能力 ‘部船舶工學科曾議室に於て
を集中するものと思はれるが，斯る際Iこ漁船々 出席者委員長山本幸男君
型に就き単に抵抗推進性能のみならず各種性能

， 委員吉國彦二君生島莊三菅

につき綜合研究を行ひその結果を發表した本論 践 事第3回日本近世迭船史編纂事業は本
文の斯界に貢献するところは極めて大きいもの ､ ・

事業年度を以て打切ることになった

と偲ばれるb' 、 .(以~ド次競） P ので，事業報告,原稿料支挑の件等
一・‐昭和21年度第3次鎌製漁船‘ ． 、を協践した。

‘建迭計謹 ．′

8日(火)試職水槽委員會篭2回小委員歯 ，
日本政府から聯合軍最高司令部に對し建迭許． ：時及場所午後2時より4時まで東大第一工躯
可を申舗した本年度第3次鋼製漁船建造計遜は

部船舶工學科會議室に於て

次の通りであるoこれで合計778隻93,033總 出席者委員木1守昌雄君土田陽君
噸となるわけである。

議 事第1回小委員會の決議に從って各水

I

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ

I

動

し

凸｡

夕

一

、

÷

一

I '､司宇1槽から遥附して來た夫々の水僧常用

のR･E･フルードの摩擦係数’標準

鯉度，温度修正法及動粘性係数γの
値の整理を行った。

与

・ f

9日(水)臨時評識員會

時及勘所午後2時より5時半まで東大第一工
學部船舶工學科畢生個書室に於て

出席者歯長井口常雄君
、 ，

理班山縣昌夫君加藤弘君吉識
撫夫君常松四郎君、

監事輻田啓二君朝永研一郎君

評議員，赤崎繁君小野木敏夫君

榊原蝿'三君鈴木恒太郎君

千葉四郎君松本壁一君淡今 ●
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幹事近藤忠夫君田澤鯉太郎君

松山武秀君吉識雅夫君

出淵巽君

他に 佐藤正彦君 ‘

襲事ユ.近藤，佐藤，田澤3君から選七依

頼中の園面總目録を提出された。

賓際の圃面の整理方法は出版者と

相談の上賓施することに申合せ

た。

、 2.原稿は一…は濟んでゐそが筒

術語に訂正を要するものがあり又

これから出版するにしては官晦の

名穗等に改訂を要する部分がある

ので再査讃をすることに決めた。

3.今後の出版事務及索引編纂を携営

する人を物色する必要があること

を認めた。

4.編纂委員會の仕事は一先づ片づい

て今後は専ら出版關係の仕事が主

となるので此の際編纂委員會を解

散し、新たに出版委員會を設ける

やう役員會へ申出ることを申合せ

た。

24日(木)木船研究準備委員會

時及場所午後2時から5時半まで東大第一工

學部船舶工學科會議室に於て

出席者山縣昌夫君吉識雅夫君大場龍男

君原田乖蓋君市川愼平君金子

富雄君小山捷君吉田産君芥

川趣孝君武原虎雄君出淵亭務長

蹟事1.山縣主事から本委員會設置に至っ

た經緯及び委員委鰻の拶挨を述べ

た。

2.委員長を互選した結果，吉磯雅夫

君當選，委員長の指名により金子

富雄君と今後委嘱すべき補助委員

1名とに幹事を委嘱することとな

った。

3.西岡正美君に委員を委嘱すること

‐ に決譲した。尚今後曾の進行状況

に臆じて適宜委員を委嘱すること

、 を申合せた。

山渉君出淵巽君

蹟事1． 11月9日及10日の雨日開催の

第49期年度通常總會及秋季講演

會の日程編成と之が會員への周知

方，事務及事業報告,收支決算及

次年度豫算案等に關し事務局原案

を謝議修正の上事務的童理のこと

に決せられた。

2.前回評議員倉に於て審議未了であ

った授賞候補論文につき審査報告

があごたo ､

3．人返會者の承認を行った（別項参

照）

4.銅輯主任からの申出により下記5

君に編鯛委員委嘱のことに決吐ら

オ'た。

出洲巽君芥川琿孝君稻村桂

吾君伊藤茂君嵩龍和君

5.餌醗水補委員會の決議により下記

5君に同委員會客員を委理するこ

とに決せられた。

八代準君山縣昌夫君赤崎

繁君研野作一君出淵巽君

6.特殊研究集録委員會では下記6君

に委員追加委嘱方を決議したので

これを承認した。

小野鶴三君吉武嘉一君赤崎

繁君牧野茂君松本喜太郎君

近薦rIj鄭君筒石川島重工業，

浅野船渠，浦賀造船所，竃陸軍閑、

係からも若干名を人選追加委嘱の

ことも併せて諒解の上理事歯一任

とした◎

7.エ業教育刷新協議會を日本工學會

が主催して近く開催することにな

ったので本協會代表者の人選を理

事會に一任さｵ'た。

，，日(金)船舶工學便嘗編纂委員曾

第43回幹事曾

時及場所午後2時より4時まで東大一工學部
， 船舶工學科酋綴室に於て

出席者委員長頭田啓二君
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’同 三國造船産業株式會杜 ′

同 有限會吐彦島東剖造船所

同 株式會施上東和迭船鐵工所

同 株式會献大同船所

同 鳥羽造船株式會肚

同 廣澤造船所

同 串本造船株式會肚

正員吉永義一治演田金作久保富夫

准員小川武岡本武夫菊地義長

橘 治富崎作橋本正久

星野肇藤井利夫渡遅次郎

學生員足立嘉三磯田昭三堺克也’

池内和也藤井賢拾伊藤昭三

村上孝男西村岩夫西村孝典

森 宏宮川純米田篤郎

土屋博阪井涛彌上野舶吉

木村喜久山田二郎後藤寡夫

井口昭雄平竹研二萱野隆一

山上立へ西口昌彦中田岩男

篭井宏宮本昭金田興平

橋本昌春

會員の消息照會仁就て

酸零末期以来會員の消息不明の方が多くお互

に不便を感じておりますので，今回時報のデ部
を割いて會員の消息照會欄帳溝)を設け，治息

を知りたいと思はれる方の氏名の御通知を得て

これを掲載し，消息御存知の方から御知らせを

願ふことに致したいと恩ひます。どうか御利用

を願ひます。

正 誤

時駕第3競頁 列行誤正

5 左9操縦操銃

6 左5服股

4本委員會で取上げるぺき研究項目

に就き各自の意見開陳があったが

次の諸要を逐次審議して行くこと

に申合せた。

（1）木船構造規程中修正を要す

べき箇所

（2）根曲材に代るぺき各種固着

法

（3） 接着法及接着剤

（4）船型

（5）資材

（6）外板に剪断力を持たせて肋

骨を小さくする方法

（7） 木船設計資料の蒐集

（8）工作法

（9）防蝕法
βザ

（10）麺曲度の標準値
－J

5．次回委員會を11月6日(水)に開

催し，上記（1）及（2）を橡討する
毎

ことを申合せた。

i 雑 録
新入會者氏名

團懸負桑野造船所

同 糯立造船株式會肚

同 松下造船株式曾斌能代工場

同 有限會肚百島造船所

一 同 松下造船株式曾賦

同 株式會斌自念迭船鍛工所

同 北條造船株式會杜

同 下杓造船株式曾茄t

同 株式曾施t四國船渠工業所

同 株式會社日本海造船所

同 ， 株式會杜松久遥船所

同 北海道造船株式曾吐

’
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P
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昭和21年12月20日印刷

昭和21年12月25日發行

東京都世田ケ谷腫代田2丁目78↓ ‘番地
編輯兼
發行人 出 淵一 巽

東京都肺田厘錦町3丁目1番地

印刷所‘ 大同印刷株式會牡
鎗町厘丸ノ内1の2日本工薬倶樂部2階

醗行所 造 船 協 會

1

(設行代行恥 日本出版協同味式曾吐）
／

、
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， 商工省勇許
特 許

ガソリン計量器グタツノ式

特許タツノ式各種油地下安全貯蔵装置・タツノ式ロータリーポンプ．ビ各種ポンプ類
高級バルプコツク類及諸機賊製造販賓・土木建築設計工事請負代願一切

鰄東京籠野製所作
本職東京都芝厘芝浦町ニノ三電話三田(45)137-9.3138

名古屋支店名古屋市中村厘花車町ニノニ七 大阪支店大阪市北匿小松川町一○
電話名古屋本局2780 . 3716 電話豊崎1715

一

ト
ン
ボ
印
石
綿
製
品

電
解
用
石
綿
布

一
般
石
綿
紡
績
製
品

石
綿
制
動
帯
摩
擦
板

ア
ス
ベ
ス
ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
ト

保
温
工
事
設
計
施
工

米第八軍用品指定工場

舗明 電舎鶏
MFTDFNSHACo・LTD

● －製 品一

電勵磯・發電機・鍵堅器・配電盤・開閉制御

機器･電氣ホヰスト･電氣計器・其他電氣機器

電請大崎(49)長淵(9)淵3

、
日
本
ア
ス
ベ
ス
ト

株
式
會
牡

木
赴
東
京
都
京
鑑
駈
銀
座
繭
六
ノ
三

支
店
大
阪
市
緬
島
鴎
下
綱
島
五
ノ
ー
八

出
頚
所
秘
古
屋
・
顧
問

●
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話
此
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一
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Vベルト界の寵兒 －－､高屋瓦斯容器ノ整備へ…

L焼損容織･沸下容総'整備(蕊藷附）
1． 酸素･メタン･炭酸･璽素･アンモニヤ其他
高唾瓦斯容器用パルプ

1． 高圧瓦斯容器整備多量ﾉ場合ﾊ迅速出張作業
ノ御相談＝應ズ

戸塚高屋瓦斯容器株式害祗

葺ｸ鳶タカローブ
長サ均一屈曲自在傅導能率98％

高砂ゴム工業株式書祇
Vペル 卜部

東京都Ⅱ愚隠上目黒二ノー九四五電話澁谷(46)1151-4

束京都京橋匿旗町三ノー 電話京橋6547 ． 6549

本批

警乗所 東京足立五反野町二千番地電話足立2391.3875 、

一主要製品-､~､~一一、

渦巻卿筒.タービン卿筒.汽動眼哨
汚水ﾛ即筒･軸流卿筒･歯車ﾛ即筒

、

一二一一一一一一一

/ ｰ株式
會祗 酒井製作
東京都蒲田厘糀谷町四丁目
電話蒲田2071．2477．3122番

所
、､

ナガセの内燃機關(無水式僥玉機關）

謹動繍部農撫關毒霧惚
鐸鐡部各種鋳物部品

鋳鋼部鐡道車輔用鋳鋼品

株式會肚

家瀬鋳物工所

川口市青木町4の100

電話川口2592.2757.2900･3103番

螢
業
科
目

I

｜
I

本誌上への廣告は一手取扱共榮通信社へ 假事務所東京都品川騒西品川四ﾉ九三二
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第50期年度春季講演會論交墓集 ●

〆

〆

け

~下記要領により春季講演會で發表せら･る畠論文を

募集致します。奮って御申込下さい｡ 、

造船協會
，垂

、

ノ
～

－ ．論文募集､要領
●

（1）ベーヂ数制限

用紙及印刷能力が極度'に逼迫してゐますので、論文原稿枚

数を圖表共で､､唖0字詰原稿用紙50極に制限します。印刷にして
－－F一丁－－－一一

約7頁になる豫定です。
、

（2）締興期日
（イ）表題のみを、3月10日迄に御通知下さい。

（ロ）原稿用紙四五枚程度の梗概を附し乙全文原稿-(己む
、

を得ない場合は梗概のみでも結構です）を3月20日
、 ‘ 1

● ’ ．ーーーー~‐

．，迄に御送附下さい締切期日は特に厳守せらる斑やう
己 』

御願ひします。

（3）全文原稿には英文の梗概を添附して下さい：

（4）會員多数の希望もありますので､設計､土i乍法､作業等に
5 1

閲する論文及機關々係の論文を發表せらるぁやう切望致し

ます｡’ 、

（5'）原稿用紙は御申込次謂送附致します。
（以上）
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